
平成23年10月期 決算短信〔日本基準〕（非連結） 
平成23年11月25日

（百万円未満切捨て）

上場会社名 株式会社 セルシス 上場取引所 東 

コード番号 3829 URL http://www.celsys.co.jp
代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名） 野崎 愼也

問合せ先責任者 （役職名） 取締役管理部長 （氏名） 伊藤 賢 TEL 03-6820-8006
定時株主総会開催予定日 平成24年1月26日 配当支払開始予定日 平成24年1月27日

有価証券報告書提出予定日 平成24年1月30日

決算補足説明資料作成の有無 ： 無

決算説明会開催の有無 ： 有 （プレス、アナリスト向け）

1.  平成23年10月期の業績（平成22年11月1日～平成23年10月31日） 

 

(2) 財政状態 

 

(3) キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年10月期 2,702 △0.7 457 △9.9 444 △12.0 228 △22.8

22年10月期 2,721 0.9 507 6.9 504 6.4 295 8.2

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利益

率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

23年10月期 7,059.28 6,903.92 9.5 14.6 16.9
22年10月期 9,740.13 9,344.79 14.7 19.9 18.7

（参考） 持分法投資損益 23年10月期  △9百万円 22年10月期  △6百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年10月期 3,399 2,654 77.5 77,837.47
22年10月期 2,698 2,175 80.0 70,503.14

（参考） 自己資本   23年10月期  2,633百万円 22年10月期  2,158百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

23年10月期 497 △915 569 667
22年10月期 748 △617 △6 516

2.  配当の状況 

（注）平成24年10月期の配当予想につきましては、現時点では未定となっております。 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
純資産配当

率第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

22年10月期 ― 0.00 ― 1,000.00 1,000.00 30 10.4 1.5
23年10月期 ― 0.00 ― 1,000.00 1,000.00 33 14.8 1.3

24年10月期(予想) ― 0.00 ― ― ― ―

3.  平成24年10月期の業績予想（平成23年11月1日～平成24年10月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第2四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 1,069 △13.4 △246 ― △249 ― △262 ― △7,743.92

通期 2,863 6.0 406 △11.2 400 △9.9 214 △6.1 6,325.18



4.  その他 

(1) 重要な会計方針の変更 

(2) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う変更  ： 有

② ①以外の変更  ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年10月期 33,833 株 22年10月期 30,611 株

② 期末自己株式数 23年10月期 ― 株 22年10月期 ― 株

③ 期中平均株式数 23年10月期 32,307 株 22年10月期 30,327 株

※ 監査手続の実施状況に関する表示 
・この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく財務諸表の監査手続は終
了していません。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・当社は、本日開催しました取締役会において、当社及び株式会社エイチアイと平成24年４月２日をもって株式移転により完全親会社「アートスパークホールデ
ィングス株式会社」を設立し、経営統合することを決議し、本日付で本株式移転に関する「株式移転計画書」を共同で作成し、両社間で「経営統合に関する契約
書」を締結いたしました。 
本経営統合は、平成24年１月26日に開催する予定の当社定時株主総会及び平成24年１月26日に開催する予定の株式会社エイチアイ臨時株主総会による承
認を前提としております。 
詳細につきましては、本日開示いたしました「株式会社セルシスと株式会社エイチアイの共同持株会社設立（株式移転）による経営統合に関するお知らせ」をご
参照ください。 
http://www.celsys.co.jp/ 
・上記平成24年10月期の業績予想につきましては、現在の当社組織を前提に算定しております。また、平成24年10月期の期末配当予想につきましては、共同
持株会社への配当となるため未定となっております。なお、経営統合に基づく新会社の業績予想及び配当予想につきましては改めて発表する予定であります。
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資
料２ページ「経営成績に関する分析」をご覧ください。 
・当社は、平成23年12月12日にプレス及びアナリスト向けの決算説明会を開催する予定です。当日使用する決算説明資料につきましては、開催後速やかに当
社ホームページに掲載する予定です。 
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当事業年度（平成22年11月１日～平成23年10月31日）におけるわが国経済は、新興国を中心とする経

済の成長や政府による景気対策により、一部に持ち直しの動きがみられたものの、不安定な中東情勢に

伴う原油価格の高騰、東日本大震災の甚大な被害とその後の原子力災害、米国債の格下や欧州の債務問

題等による円高の高止まりにより、多くの企業は景気先行きへの警戒感を緩めておらず先行投資には慎

重な姿勢が続き、依然として先行き不透明な状況が続いております。 

こうした状況の下、当社の電子書籍サポート事業の中心である携帯電話市場においては、平成23年10

月末で高速データ通信が可能な第三世代携帯電話の契約加入台数が１億2,296万台（前年同月は１億

1,388万台、8.0％増）と、携帯電話総契約数の99.4％に達し、iPhoneやAndroid等のスマートフォンも

本格的に普及し始めました。（出所：社団法人電気通信事業者協会発表「携帯電話・PHS契約数」よ

り）  

このような市場環境の中、当社では、総合電子書籍ビューア「BS Reader」のスマートフォン対応を

始めとする、電子書籍市場に向けたシステム開発やサービス提供を推進しました。また、インターネッ

トを通じてイラスト、マンガ、アニメ、小説を制作するクリエイターの創作活動をトータルに応援する

サイト「CLIP」では、リニューアルを実施し、より使いやすく楽しいサイトを目指しての機能改善、サ

ービスの追加等を行い、ユーザー拡大の施策を推進してまいりました。  

その結果、平成23年10月期の売上高は2,702,092千円（前年同期比0.7％減）となりました。利益面で

は、売上が減少したこと、「CLIP」への開発投資を推進していること、償却費等の増加により営業利益

は457,580千円（前年同期比9.9％減）、経常利益は444,344千円（前年同期比12.0％減）、当期純利益

は投資有価証券を減損処理した影響もあり228,064千円（前年同期比22.8％減）となりました。  

事業部門別の状況は次のとおりであります。 

＜電子書籍サポート事業＞ 

平成23年10月末現在、携帯電話でマンガを中心としたコンテンツの閲覧を可能にした総合電子書籍ビ

ューア「BS Reader」を導入するサイト数が、NTTドコモ、au（KDDI）、ソフトバンクの主要３キャリア

合計1,014サイト（前年同月比9.5％減）となりました。また、携帯電話で閲覧できるコンテンツのファ

イル数は、携帯電子書籍市場全体で988万ファイル以上（前年同月比43.8％増）となっております。 

(注) 上記の記載におけるサイト数及びファイル数は、フィーチャーフォン（従来型の多機能携帯電

話端末）における数値となっており、スマートフォンにおける数値は含まれておりません。 

電子書籍サポート事業につきましては、Android端末向けに簡単なブラウザ上の操作で決済処理まで

を可能とするAndroid端末での配信に最適な書店構築のための電子書籍ストアソリューション「Smart×

Comic」の提供を開始した他、電子コミックの海外配信に必要となる専用ビューア、レタリング制作ソ

フトウェア、配信管理システムをトータルで提供可能なパッケージ・ソリューション「MCS（マルチリ

ンガル・コミック・ソリューション）」を開発しました。 

しかしながら、フィーチャーフォンからスマートフォンへのシフトが急速に進む中、スマートフォン

向けコンテンツ市場は、課金システム等のビジネス環境がフィーチャーフォン並みには整っていない影

響があり、売上高は2,091,145千円（前年同期比5.0％減）となりました。モバイルコンテンツ受託制作

業務は17,506千円（前年同期比57.3％減）、モバイルコンテンツ受託制作業務以外は2,073,638千円

（前年同期比4.0％減）となっております。 

１．経営成績

（１）経営成績に関する分析

 ① 当事業年度の概況
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＜クリエイターサポート事業＞ 

クリエイターをトータルに応援するクリエイターサポート事業につきましては、売上高は610,947千

円（前年同期比17.3％増）となりました。 

当社は、本日開催しました取締役会において、当社及び株式会社エイチアイと平成24年４月２日をも

って株式移転により完全親会社「アートスパークホールディングス株式会社」を設立し、経営統合する

ことを決議し、本日付で本株式移転に関する「株式移転計画書」を共同で作成し、両社間で「経営統合

に関する契約書」を締結いたしました。 

本経営統合は、平成24年１月26日に開催する予定の当社定時株主総会及び平成24年１月26日に開催す

る予定の株式会社エイチアイ臨時株主総会による承認を前提としております。 

本経営統合により、経営資源である人材、資金、知的財産、情報を横断的に有効活用することによっ

て、既存事業領域における拡張と新規事業の創出を進めてまいります。 

当社を取り巻く事業環境といたしましては、電子書籍サポート事業においては今後も新型デバイスへ

の対応やサービス提供を推進してまいりますが、平成24年10月期につきましては、スマートフォンのビ

ジネス環境は整いつつあると見込んでおりますものの、業績への影響は軽微に留まると予想しておりま

す。また、クリエイターをトータルに応援するクリエイターサポート事業につきましては、当社におけ

る次の事業の柱として業容拡大に向け、次期においても引き続き開発投資を継続してまいります。 

以上により、平成24年10月期の通期業績につきましては、売上高2,863百万円を計画しております。

利益面につきましては、営業利益は406百万円、経常利益は400百万円、当期純利益は214百万円を予想

しております。 

  

 ① 資産、負債及び純資産の状況 

当事業年度末における資産は、前事業年度末に比べ701,606千円増加し3,399,671千円となりました。

 これは主として、投資有価証券評価損等により投資有価証券が27,569千円減少したものの、現金及び

預金が154,187千円、売掛金が134,261千円、総合電子書籍ビューア「BS Resder」のスマートフォン対

応等の機能追加及びインターネットを通じてイラスト、マンガ、アニメ、小説を制作するクリエイター

の創作活動をトータルに応援するサイト「CLIP」の開発によりソフトウェアが432,811千円増加したこ

とによるものであります。 

 負債につきましては、前事業年度末に比べ222,120千円増加し744,996千円となりました。これは主と

して、未払法人税等が49,114千円減少したものの、1年内返済予定の長期借入金が86,472千円、長期借

入金が241,602千円増加したことによるものであります。 

 純資産につきましては、前事業年度末に比べ479,486千円増加し2,654,674千円となりました。これは

主として、配当金の支払30,611千円があったものの、当期純利益228,064千円を計上し利益剰余金が

197,453千円増加したこと、新株式の発行により資本金が138,995千円、資本準備金が138,995千円それ

ぞれ増加したことによるものであります。 

 ② キャッシュ・フローの状況 

当事業年度末における現金及び現金同等物(以下「資金」という)は、前事業年度末に比べ150,563千

円増加し、667,323千円となりました。なお、当事業年度における各キャッシュ・フローの状況とそれ

らの要因は、次のとおりであります。 

 ② 次期の見通し（平成23年11月１日～平成24年10月31日）

（２）財政状態に関する分析
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（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果得られた資金は、497,277千円となりました。 

 これは主として、法人税等の支払額236,502千円や売上債権の増加額134,261千円等資金の減少要因が

あったものの、税引前当期純利益の計上411,432千円、減価償却費458,023千円等の資金の増加要因があ

ったことによるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果使用した資金は、915,746千円となりました。 

 これは主として、ソフトウェア等の無形固定資産864,853千円の取得、有形固定資産27,288千円の取

得等によるものであります。ソフトウェアの取得につきましては、主に総合電子書籍ビューア「BS 

Reader」のスマートフォンに対応するための機能追加の開発や、インターネットを通じてイラスト、マ

ンガ、アニメ、小説を制作するクリエイターの創作活動をトータルに応援するサイト「CLIP」の開発に

よるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果得られた資金は、569,032千円となりました。 

 これは主として、長期借入金の返済による支出71,926千円等があったものの、株式の発行による収入

271,569千円、長期借入れによる収入400,000千円があったことによるものであります。 

  

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移 

 
  自己資本比率：自己資本／総資産 

  時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

  キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー 

  インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い 

※１．株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数 により算出しております。 

 ２．有利子負債は、貸借対照表に計上されている負債のうち、利子を支払っている全ての負債を対象とし

ております。 

 ３．平成21年10月期及び平成22年10月期の「キャッシュ・フロー対有利子負債比率」は、算定の基礎とな

る期末有利子負債残高がないため、記載しておりません。 

 ４．平成22年10月期の「インタレスト・カバレッジ・レシオ」は、利払い額がないため記載しておりませ

ん。 

 ５．営業キャッシュ・フロー及び利払いは、キャッシュ・フロー計算書に計上されている「営業活動によ

るキャッシュ・フロー」及び「利息の支払額」を用いております。 

  

平成19年10月期 平成20年10月期 平成21年10月期 平成22年10月期 平成23年10月期

自己資本比率（％） 80.6 71.7 78.9 80.0 77.5

時価ベースの自己資本比率
（％）

239.7 138.0 291.0 114.6 56.4

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率（％）

63.6 1.3 － － 66.0

インタレスト・カバレッジ・
レシオ（倍）

51.0 1,844.4 2,312.2 － 231.8
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当社は、株主の皆様への利益還元につきましては、経営の重要な課題の一つと認識しております。当

社では、経営環境の変化に耐え得る経営基盤強化のための内部留保とのバランスを考慮しつつ、配当性

向を基準とする業績に応じた利益配当により利益還元を実施していくことを基本方針としてまいりま

す。 

上記基本方針に基づき、平成23年10月期の配当につきましては、１株当たり1,000円の配当を実施す

る剰余金処分案を定時株主総会にてお諮りする予定であります。 

前段「（１）経営成績に関する分析②次期の見通し」に記載しましたとおり、当社は株式会社エイチ

アイと平成24年４月２日をもって株式移転により完全親会社「アートスパークホールディングス株式会

社」を設立し、経営統合することを決議し、株主総会による承認を前提として共同持株会社へ移行する

予定です。 

共同持株会社の年間配当の金額につきましては、これまでの株式会社セルシス及び株式会社エイチア

イの配当方針、配当水準、今後の共同持株会社の業績等を総合的に勘案して決定することを予定してお

り、決定次第リリースさせていただく予定です。 

  

以下において、当社の事業の状況及び経理の状況等に関する事項のうち、リスク要因となる可能性が

あると考えられる主な事項及びその他投資家等の判断に重要な影響を及ぼすと考えられる事項を記載し

ております。当社といたしましては、これらのリスク発生の可能性を認識したうえで、発生の回避及び

発生した場合の対応に最大限努める方針でありますが、本項目の記載は当社の事業または当社の株式へ

の投資に関するリスクを全て網羅するものではありません。当社の株式に関する投資判断は本項目以外

の記載内容も合わせて、慎重に検討したうえで行われる必要があると考えております。 

なお、以下に記載のうち将来に関する事項は、別段の記載がない限り、本書提出日現在において当社

が判断したものであり、不確実性を内在しているため、実際の結果と異なる可能性があります。 

 ① 業績の変動について 

当社の業績は、新しいソフトウェア製品の発売時期及び受託業務にかかる成果物の取引先による検収

の時期に、比較的大きな売上計上となりますので、これらの影響により当社の業績も変動するという構

造となっております。受託業務全般において、取引先から成果物に対する検収を受けることで売上計上

を行っておりますが、取引先からの受託業務の大きさ、需要動向や検収の時期による影響により、当社

の業績も四半期ごとに変動する可能性があります。 

また、過去３期間において受託案件の検収等が第４四半期となったため、結果として売上高が偏重す

る形になりました。 

今後も第４四半期に売上高が偏重するとは限りませんが、上記の構造により、各事業年度の特定の時

期に売上高が偏重する可能性があります。 

過去の四半期ごとの売上高は以下のとおりとなっております。 

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

 ① 当期の配当について

 ② 次期の配当について

（４）事業等のリスク
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四半期売上高の推移                       （単位：千円） 

 

 

 
 ② 主要販売先への依存について 

当社の売上高取引金額上位となる取引先は、事業年度ごとに異なります。しかしながら、事業年度ご

とに当社の売上高のうち取引金額上位３社の合計金額に着目しますと、平成21年10月期につきましては

売上高全体の34.9％、平成22年10月期につきましては売上高全体の36.4％、平成23年10月期につきまし

ては売上高全体の39.7％をそれぞれ占めております。 

当社は、事業構造上、大口取引先との取引の継続は避けられず、現在の主要販売先との取引を今後も

引続き安定的に維持することが必要となり、またそれは可能であるものと想定しております。 

大口取引先とは継続的で良好な取引関係を維持しております。しかしながら、これら主要販売先のす

べてとの間に長期または継続的な取引契約が存在するものではありませんので、万一現在の主要販売先

との取引継続が困難となった場合には、当社の業績に影響を及ぼす可能性があります。 

 ③ 技術革新について 

当社が主に事業展開しているソフトウェア業界は、技術革新の速度及びその変化度が著しい業界であ

り、新技術、新サービスが次々と生み出されております。当社としては、担当部門において当該技術革

新に対応するよう研究開発に努めており、スマートフォンに代表される新型デバイスへの対応を行って

おります。しかしながら、万一、今後新規に登場する各種情報端末に適切に対応することができなかっ

た場合または当社が想定していない新技術、新サービスが普及等した場合には、当社の提供するソフト

ウェア、サービス等が陳腐化し、当社の業績に影響を及ぼす可能性があります。  

 ④ 法的規制について 

現在、当社の主な事業を推進するうえで、直接的規制を受けるような法的規制はありませんが、当社

平成23年10月期

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

四半期売上高 637,808 596,373 569,943 897,967

累計売上高 － 1,234,181 1,804,125 2,702,092

期末売上高への進捗率 23.6％ 45.7％ 66.8％ 100.0％

平成22年10月期

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

四半期売上高 598,679 657,383 671,538 793,520

累計売上高 － 1,256,062 1,927,600 2,721,120

期末売上高への進捗率 22.0％ 46.1％ 70.8％ 100.0％

平成21年10月期

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

四半期売上高 609,841 609,498 690,989 785,335

累計売上高 － 1,219,339 1,910,329 2,695,664

期末売上高への進捗率 22.6％ 45.2％ 70.9％ 100.0％
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は顧客の個人情報を保有・管理しており、「個人情報の保護に関する法律」に規定される個人情報取

扱事業者に該当します。当社は、同法を遵守し、個人情報が含まれるデータへのアクセス権限の制限、

不正な外部侵入を未然に防止するためネットワークセキュリティを強化する等、個人情報が外部に漏洩

することのないよう、取扱いには十分に留意しております。さらに当社は、平成19年７月30日付で、プ

ライバシーマーク付与の認定を受け、個人情報保護の対策に努めております。しかしながら、完全に外

部からの不正アクセス等を防止できる保障はなく、また、人的ミス等社内管理上の問題により、個人情

報が漏洩する可能性は常に存在します。万一、個人情報が外部に漏洩するような事態になった場合に

は、社会的信用の失墜、損害賠償の請求等により、当社の業績に影響を及ぼす可能性があります。 

なお、当社はホームページ上での通信販売ならびに「CLIP」等インターネットを活用したサービスを

提供しております。インターネットサービスにつきましては、不可欠のインフラとして社会に浸透して

いく一方で、従来の法令が想定していなかったインターネット特有のトラブルも発生していることか

ら、これに対応するための新たな法的規制が行われる可能性があります。また、個人情報の管理につき

ましても、個人情報の漏洩や不正利用が後を絶たない社会情勢を踏まえ、企業により厳格な個人情報管

理を求める法改正がなされる可能性があります。新たな法的規制の適用対象が当社の事業に及んだ場合

には、当社の事業活動に影響を及ぼす可能性があり、また、当該規制に対応するために、サービス内容

の変更やコストが増加する等、当社の業績に影響を及ぼす可能性があります。 

 ⑤ 知的財産権について 

当社は、これまで第三者の知的財産権に関して、これを侵害することのないよう留意し、制作・開発

を行っております。また、コンテンツの受託制作においては、第三者の知的財産権に関する許諾を取得

していること等を取引先委託企業に確認するよう努めております。しかしながら、当社の事業分野にお

ける知的財産権の現況を全て把握することは非常に困難であり、当社が把握できていないところで第三

者の知的財産権を侵害している可能性は否定できません。万一、当社が第三者の知的財産権を侵害した

場合には、当該第三者より損害賠償請求または使用差止請求等の訴えを起こされる可能性があります。

こうした場合、当社の業績に影響を及ぼす可能性があります。 

また、当社では、特許権、商標権等の出願を行い、知的財産権の保全を図っておりますが、これらの

出願が認められない可能性や取得済みの特許権等が第三者により侵害される可能性があります。このよ

うな場合には、解決するまでに多くの費用や時間を費やすことが予想され、当社の業績に影響を及ぼす

可能性があります。 

 ⑥ 人材の確保及び育成について 

当社の事業拡大につきましては、急速な技術革新への対応、継続的な研究開発等が不可欠であり、こ

れらに対応する優秀な人材を適切な時期に確保し、育成することが必要であると考えております。その

ため、当社では人材確保に注力するとともに人事評価も四半期ごとに実施する等の施策を行っておりま

すが、当社が必要とする能力のある人材を計画どおりに確保または育成することができなかった場合に

は、当社の業績に影響を及ぼす可能性があります。 

 ⑦ 内部管理体制について 

当社では、業容の拡大、従業員の増加に合わせた内部管理体制の整備を重要課題の一つとして位置付

けており、今後も内部管理体制の強化・充実を図ってまいりますが、十分な人的・組織体制構築等のコ

ストの増加により、当社の収益性が悪化し、当社の財政状態及び経営成績に影響を及ぼす可能性があり

ます。 

 ⑧ 出資等による業務提携について 
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当社では、当事業年度末で投資有価証券及び関係会社株式173,503千円を保有しております。当社は

事業シナジーが見込める国内外のコンピュータソフトウェア関連企業に対して出資しております。 

また、開発型企業である当社は技術獲得等のためにもM&A及び提携戦略は重要であり、必要に応じて

これらを検討していく方針であります。これらの出資先は今後の当社の事業推進に貢献するものと期待

しておりますが、出資先の経営環境や経済環境の急変等何らかの事情により、出資・投資の採算が期待

どおりにならない可能性を完全に否定できません。このような場合、出資先の株式の減損処理等により

当社の業績に影響を及ぼす可能性があります。 

 ⑨ 関連会社について 

当社は、関連会社である5digistar株式会社に89,772千円の出資をしており、平成23年10月期におけ

る持分法を適用した場合の投資損失の金額は9,598千円であります。同社への出資は今後の当社の電子

書籍サポート事業において事業シナジーが見込め、収益に貢献するものと期待しておりますが、同社の

経営環境や経済環境の急変等何らかの事情により、出資・投資の採算が期待どおりにならない可能性を

完全に否定できません。このような場合、持分法を適用した場合の投資損失の金額が拡大する可能性や

同社の株式の減損処理等により当社の業績に影響を及ぼす可能性があります。 

 ⑩ インターネットを利用したサービスの提供について 

当社は、インターネットを利用したサービスを提供するにあたっては、バックアップ体制の構築等の

様々なトラブル対策を施しております。しかしながら、何らかの通信上の障害が発生する可能性を完全

に排除することは技術的に困難であり、ネットワーク障害によってサービスの提供ができない状態が長

時間続いた場合、サービスの利用者に対する補償等が発生し当社の事業に影響を及ぼす可能性がありま

す。 

 ⑪ 消費者の嗜好の変化について 

今後、携帯電話の高性能化及び通信速度の向上が進むことにより、新たな携帯電話向けコンテンツサ

ービスの普及が予想されます。消費者の嗜好が携帯電子書籍から新しいサービスへと移行した場合に

は、携帯電子書籍の需要が減少し当社の業績に影響を及ぼす可能性があります。 

 ⑫ 新規ソフトウェア開発投資について 

当社が事業を展開するソフトウェア及びインターネットサービスの業界においては技術革新の速度が

非常に速いことから、当社では常に魅力ある製品・サービスを提供して競争力を維持するため継続的な

研究開発・設備投資を行っております。しかしながら、業界動向の変化等により投資を回収できるだけ

の収益が得られなかった場合には、当社の業績に影響を及ぼす可能性があります。 

 ⑬ 経営統合について 

当社は、本日開催しました取締役会において、当社及び株式会社エイチアイと平成24年４月２日をも

って株式移転により完全親会社「アートスパークホールディングス株式会社」を設立し、経営統合する

ことを決議し、本日付で本株式移転に関する「株式移転計画書」を共同で作成し、両社間で「経営統合

に関する契約書」を締結いたしました。 

なお、本件については、平成24年１月26日に開催する予定の当社定時株主総会及び平成24年１月26日

に開催する予定の株式会社エイチアイ臨時株主総会による承認を前提としております。本株式移転に係

る手続きは、本決算短信提出日現在において終了しておりませんが、本件株式移転に支障を来すおそれ

のある事由が発生した場合、予定したとおりに進行しない可能性があります。 
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 当社は、子会社を有しておりませんので該当事項はありません。 

２．企業集団の状況
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平成22年10月期決算短信（平成22年11月26日開示）により開示を行った内容から重要な変更がないた

め開示を省略します。 

当該決算短信は、次のURLをご参照ください。 

当社ホームページ http://www.celsys.co.jp/ 

  

当社が対処すべき課題と対処の方針は次のとおりであります。 

 ① 人材の確保及び育成 

当社は、急速な技術革新への対応と継続的な研究開発等が事業拡大には不可欠であり、このような環

境や変化に対応し、適切にニーズに合ったサービスを提供することが可能な体制を構築していくことが

重要であると認識しております。  

そのために、優秀な人材の確保と育成は事業発展のための根幹と考え、適時必要な戦力となる社員の

採用を行い、育成していくことにより、業容拡大への源泉としてまいります。また、四半期ごとに人事

評価を実施する等、人事制度面からも社員が能力を発揮するためのモチベーションを高める施策を行っ

てまいります。  

 ② 新規事業の開拓 

当社が長期的に発展し、株主の皆様のご期待にお応えしていくためには、社会に寄与することのでき

る有益な製品の開発や、お客様に満足頂ける製品の改良や改善、及びサービスの提供に加え、新たな事

業の創出による拡大が必須であります。これらの実現のため、当社が長年培ってきたコンピュータ・グ

ラフィックの領域で広く業務・資本提携をも視野に入れた業容の拡大を図ってまいります。  

なお、当社では、インターネットを通じてイラスト、マンガ、アニメ、小説を制作するクリエイター

の創作活動をトータルに応援するサイト「CLIP」を開始し、電子書籍サポート事業に続く柱として事業

育成に努めてまいります。  

 ③ 経営統合による効果の追求 

株式会社エイチアイとの経営統合による効果の追及として次の課題に取り組んでまいります。 

  ⅰ 相互事業の売上拡大 

・コア技術の相互活用による製品・サービスラインアップの拡充と顧客満足の実現 

・両社が今まで蓄積したノウハウ・人材を結集することによる開発技術力、営業力の向上 

  ⅱ 投資の選択と集中 

  ・一貫した戦略技術投資による開発負担の軽減と新事業創出機会の拡大 

  ⅲ 重複分野の合理化による生産性向上 

・両社の事業構造改革、組織の統廃合等による効率化の推進により、生産性・収益性の高いオペレー

ションの実現 

  

３．経営方針

（１）会社の経営の基本方針

（２）目標とする経営指標

（３）中長期的な会社の経営戦略

（４）会社の対処すべき課題
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４．財務諸表

（１）貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成22年10月31日)

当事業年度
(平成23年10月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 570,749 724,937

売掛金 694,085 828,346

製品 18,506 20,943

原材料 34,373 36,667

貯蔵品 34,439 28,750

前渡金 20,451 22,201

前払費用 20,292 19,359

繰延税金資産 53,008 47,501

その他 7,576 2,829

貸倒引当金 △22,995 △16,875

流動資産合計 1,430,487 1,714,661

固定資産

有形固定資産

建物 54,837 60,156

減価償却累計額 △20,450 △27,305

建物（純額） 34,387 32,851

工具、器具及び備品 177,891 193,267

減価償却累計額 △149,177 △169,507

工具、器具及び備品（純額） 28,713 23,759

有形固定資産合計 63,101 56,611

無形固定資産

特許権 9,125 9,915

商標権 6,597 8,049

ソフトウエア 841,821 1,274,632

ソフトウエア仮勘定 3,096 672

その他 8,970 7,841

無形固定資産合計 869,612 1,301,111

投資その他の資産

投資有価証券 111,300 83,731

関係会社株式 75,772 89,772

敷金及び保証金 123,070 119,550

繰延税金資産 24,719 34,232

投資その他の資産合計 334,862 327,286

固定資産合計 1,267,576 1,685,009

資産合計 2,698,064 3,399,671
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(単位：千円)

前事業年度
(平成22年10月31日)

当事業年度
(平成23年10月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 130,197 121,566

1年内返済予定の長期借入金 － 86,472

未払金 71,967 23,692

未払費用 80,439 87,462

未払法人税等 135,738 86,624

未払消費税等 15,313 3,209

前受金 14,819 10,542

預り金 17,805 14,042

返品調整引当金 3,756 6,462

流動負債合計 470,038 440,076

固定負債

長期借入金 － 241,602

退職給付引当金 52,838 63,318

固定負債合計 52,838 304,920

負債合計 522,876 744,996

純資産の部

株主資本

資本金 768,552 907,548

資本剰余金

資本準備金 520,149 659,144

資本剰余金合計 520,149 659,144

利益剰余金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金 871,856 1,069,309

利益剰余金合計 871,856 1,069,309

株主資本合計 2,160,558 2,636,002

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △2,387 △2,527

評価・換算差額等合計 △2,387 △2,527

新株予約権 17,016 21,199

純資産合計 2,175,187 2,654,674

負債純資産合計 2,698,064 3,399,671

12

㈱セルシス(3829)平成23年10月期 決算短信(非連結)



（２）損益計算書

(単位：千円)

前事業年度
(自 平成21年11月１日
至 平成22年10月31日)

当事業年度
(自 平成22年11月１日
至 平成23年10月31日)

売上高 2,721,120 2,702,092

売上原価

製品期首たな卸高 15,014 18,506

当期製品製造原価 1,426,106 1,511,087

合計 1,441,121 1,529,594

製品期末たな卸高 18,506 20,943

売上原価合計 1,422,614 1,508,651

売上総利益 1,298,505 1,193,441

返品調整引当金戻入額 10,486 3,756

返品調整引当金繰入額 3,756 6,462

差引売上総利益 1,305,235 1,190,735

販売費及び一般管理費 797,256 733,154

営業利益 507,979 457,580

営業外収益

受取利息 290 180

その他 9 38

営業外収益合計 299 218

営業外費用

支払利息 － 2,017

株式交付費 477 6,420

為替差損 713 1,233

特許権償却費 1,609 2,374

商標権償却費 718 1,408

営業外費用合計 3,518 13,455

経常利益 504,761 444,344

特別利益

新株予約権戻入益 － 2,751

特別利益合計 － 2,751

特別損失

投資有価証券評価損 9,081 33,129

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 2,533

特別損失合計 9,081 35,663

税引前当期純利益 495,680 411,432

法人税、住民税及び事業税 212,653 187,375

法人税等調整額 △12,362 △4,006

法人税等合計 200,291 183,368

当期純利益 295,388 228,064
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(注)  ※１  主な内訳は、次のとおりであります。 

 
  

※２  他勘定振替高の内容は、次のとおりであります。 

 
  

(原価計算の方法) 

当社の原価計算は、個別原価計算を採用しております。 

なお、パッケージソフトについては、製造ロット別の個別原価計算を採用しております。  

【製造原価明細書】

前事業年度
(自  平成21年11月１日
至  平成22年10月31日)

当事業年度
(自  平成22年11月１日
至  平成23年10月31日)

区分
注記 
番号

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

Ⅰ  材料費 279,657 13.7 273,521 12.1

Ⅱ  労務費 603,798 29.6 656,585 29.0

Ⅲ  外注費 629,589 30.9 666,662 29.5

Ⅳ  経費 ※１ 525,547 25.8 663,552 29.4

    当期総製造費用 2,038,591 100.0 2,260,322 100.0

    仕掛品期首たな卸高 1,094 ―

合計 2,039,686 2,260,322

    他勘定振替高 ※２ 613,579 749,234

    当期製品製造原価 1,426,106 1,511,087

項目 前事業年度(千円) 当事業年度(千円)

消耗品費 17,626 27,312

賃借料 113,459 101,287

減価償却費 319,590 444,611

募集費 14,327 5,553

支払手数料 9,245 7,567

項目 前事業年度(千円) 当事業年度(千円)

ソフトウエア仮勘定 580,969 736,336

研究開発費 32,442 12,170

その他 167 728

計 613,579 749,234

14

㈱セルシス(3829)平成23年10月期 決算短信(非連結)



（３）株主資本等変動計算書

(単位：千円)

前事業年度
(自 平成21年11月１日
至 平成22年10月31日)

当事業年度
(自 平成22年11月１日
至 平成23年10月31日)

株主資本

資本金

前期末残高 757,669 768,552

当期変動額

新株の発行 10,883 138,995

当期変動額合計 10,883 138,995

当期末残高 768,552 907,548

資本剰余金

資本準備金

前期末残高 509,665 520,149

当期変動額

新株の発行 10,483 138,995

当期変動額合計 10,483 138,995

当期末残高 520,149 659,144

資本剰余金合計

前期末残高 509,665 520,149

当期変動額

新株の発行 10,483 138,995

当期変動額合計 10,483 138,995

当期末残高 520,149 659,144

利益剰余金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金

前期末残高 603,683 871,856

当期変動額

剰余金の配当 △27,216 △30,611

当期純利益 295,388 228,064

当期変動額合計 268,172 197,453

当期末残高 871,856 1,069,309

利益剰余金合計

前期末残高 603,683 871,856

当期変動額

剰余金の配当 △27,216 △30,611

当期純利益 295,388 228,064

当期変動額合計 268,172 197,453

当期末残高 871,856 1,069,309

株主資本合計

前期末残高 1,871,018 2,160,558

当期変動額

新株の発行 21,367 277,990

剰余金の配当 △27,216 △30,611

当期純利益 295,388 228,064

当期変動額合計 289,540 475,443

当期末残高 2,160,558 2,636,002
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(単位：千円)

前事業年度
(自 平成21年11月１日
至 平成22年10月31日)

当事業年度
(自 平成22年11月１日
至 平成23年10月31日)

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金

前期末残高 △1,857 △2,387

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

△530 △140

当期変動額合計 △530 △140

当期末残高 △2,387 △2,527

評価・換算差額等合計

前期末残高 △1,857 △2,387

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

△530 △140

当期変動額合計 △530 △140

当期末残高 △2,387 △2,527

新株予約権

前期末残高 17,525 17,016

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △509 4,183

当期変動額合計 △509 4,183

当期末残高 17,016 21,199

純資産合計

前期末残高 1,886,687 2,175,187

当期変動額

新株の発行 21,367 277,990

剰余金の配当 △27,216 △30,611

当期純利益 295,388 228,064

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △1,039 4,043

当期変動額合計 288,500 479,486

当期末残高 2,175,187 2,654,674
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（４）キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)

前事業年度
(自 平成21年11月１日
至 平成22年10月31日)

当事業年度
(自 平成22年11月１日
至 平成23年10月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前当期純利益 495,680 411,432

減価償却費 336,120 456,756

株式報酬費用 － 6,934

新株予約権戻入益 － △2,751

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 2,533

貸倒引当金の増減額（△は減少） 18,714 △6,120

返品調整引当金の増減額（△は減少） △6,729 2,706

退職給付引当金の増減額（△は減少） 6,143 10,479

受取利息 △290 △180

支払利息 － 2,017

株式交付費 477 6,420

特許権償却費 1,609 2,374

商標権償却費 718 1,408

投資有価証券評価損益（△は益） 9,081 33,129

売上債権の増減額（△は増加） 91,630 △134,261

たな卸資産の増減額（△は増加） △30,547 959

仕入債務の増減額（△は減少） 20,511 △8,630

未払金の増減額（△は減少） 35,365 △41,681

前受金の増減額（△は減少） △82 △4,276

その他の資産の増減額（△は増加） 11,163 5,324

その他の負債の増減額（△は減少） 3,959 △8,830

小計 993,525 735,745

利息の受取額 290 180

利息の支払額 － △2,145

法人税等の支払額 △245,288 △236,502

営業活動によるキャッシュ・フロー 748,527 497,277

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △3,680 △3,624

有形固定資産の取得による支出 △16,008 △27,288

無形固定資産の取得による支出 △595,336 △864,853

投資有価証券の取得による支出 △33,200 △5,700

関係会社株式の取得による支出 － △14,000

敷金の回収による収入 30,692 －

敷金の差入による支出 － △280

投資活動によるキャッシュ・フロー △617,532 △915,746

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 － 400,000

長期借入金の返済による支出 － △71,926

株式の発行による収入 20,442 271,569

配当金の支払額 △27,216 △30,611

財務活動によるキャッシュ・フロー △6,773 569,032

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 124,220 150,563

現金及び現金同等物の期首残高 392,539 516,760

現金及び現金同等物の期末残高 516,760 667,323
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  該当事項はありません。 

（５）継続企業の前提に関する注記
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（６）重要な会計方針

項目
前事業年度

(自 平成21年11月１日
至 平成22年10月31日)

当事業年度
(自 平成22年11月１日
至 平成23年10月31日)

１ 有価証券の評価基準及び

評価方法

(1) 子会社株式及び関連会社株式 

 移動平均法による原価法 

(2) その他有価証券 

時価のないもの 

 移動平均法による原価法

(1) 子会社株式及び関連会社株式 

 同左 

(2) その他有価証券 

時価のないもの 

 同左

２ たな卸資産の評価基準及

び評価方法

(1) 製品及び原材料 

 移動平均法による原価法（貸借対照

表価額は収益性の低下に基づく簿価切

下げの方法により算定） 

(2) 仕掛品 

 個別法による原価法（貸借対照表価

額は収益性の低下に基づく簿価切下げ

の方法により算定）

(1) 製品、原材料及び貯蔵品 

 移動平均法による原価法（貸借対照

表価額は収益性の低下に基づく簿価切

下げの方法により算定） 

(2) 仕掛品 

 個別法による原価法（貸借対照表価

額は収益性の低下に基づく簿価切下げ

の方法により算定）

３ 固定資産の減価償却の方

法

(1) 有形固定資産（リース資産を除

く） 

 定率法によっております。 

 (ただし、平成10年４月１日以降に

取得した建物については、定額法を採

用しております。) 

 なお、主な耐用年数は次のとおりで

あります。 

 建物     ３～15年 

 器具及び備品 ４～６年

(1) 有形固定資産（リース資産を除

く） 

   同左

(2) 無形固定資産（リース資産を除

く）

  定額法によっております。

 (自社利用のソフトウエア)

  社内における利用可能期間(５年)

に基づく定額法によっております。

 (市場販売目的のソフトウエア)

  見込販売数量に基づく償却額と、

残存見込販売有効期間に基づく均等

償却額との、いずれか大きい金額を

計上しております。なお、当期にお

ける見込販売有効期間は３年として

おります。

(2) 無形固定資産（リース資産を除

く） 

   同左 

 (自社利用のソフトウエア) 

   同左 

  

 (市場販売目的のソフトウエア) 

   同左

(3) リース資産

 リース期間を耐用年数とし、残存価

額を零とする定額法を採用しておりま

す。 

 なお、所有権移転外ファイナンス・

リース取引のうち、リース取引開始日

が平成20年10月31日以前のリース取引

については、通常の賃貸借取引に係る

方法に準じた会計処理によっておりま

す。 

(3) リース資産

   同左

(4) 長期前払費用 

 均等償却によっております。

―――

４ 繰延資産の処理方法 株式交付費 

 支出時に全額費用処理しておりま

す。

株式交付費 

   同左
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項目
前事業年度

(自 平成21年11月１日
至 平成22年10月31日)

当事業年度
(自 平成22年11月１日
至 平成23年10月31日)

５ 引当金の計上基準 (1) 貸倒引当金

 債権の貸倒による損失に備えるた
め、一般債権については貸倒実績率に
より、貸倒懸念債権等特定の債権につ
いては個別に回収可能性を勘案し、回
収不能見込額を計上しております。 
 

(1) 貸倒引当金 

   同左

(2) 返品調整引当金

 将来発生する見込みの返品による損
失に備えるため、過去の返品実績率に
より計上しております。 
 

(2) 返品調整引当金 

   同左

(3) 退職給付引当金

 従業員の退職給付に備えるため、当
期末における自己都合要支給額の見込
額に基づき、計上しております。 
 

(3) 退職給付引当金 

   同左 

６ ビューア利用売上の計上 

基準

 ビューア利用売上は、取引先からの 

ビューア利用報告書に基づき売上計上 

し、決算日において当該報告書が受領 

できない期間については過去の売上実 

績に基づき見積計上しております。後 

日、取引先からのビューア利用報告書 

の受領により当社計上額と当該報告額 

との差額につき売上調整しておりま 

す。

  同左

７ キャッシュ・フロー計算

書における資金の範囲

 手許現金、要求払預金及び取得日か

ら３ヵ月以内に満期日又は償還日の到

来する流動性の高い、容易に換金可能

であり、かつ、価値の変動について僅

少なリスクしか負わない短期的な投資

であります。 

 

   同左

８ その他財務諸表作成のた

めの基本となる重要な事

項

 消費税等の会計処理 

 消費税及び地方消費税の会計処理

は、税抜方式によっております。 

 

 消費税等の会計処理 

   同左
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（７）会計処理の変更

前事業年度
(自 平成21年11月１日
至 平成22年10月31日)

当事業年度
(自 平成22年11月１日
至 平成23年10月31日)

（受注制作のソフトウェアに係る売上高及び売上原価

の計上基準の変更） 

 受注制作のソフトウェアに係る収益の計上基準につ

いては、従来、工事完成基準を適用しておりましたが 

「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号 

平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準

の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号 平成19年

12月27日）を当事業年度より適用し、当事業年度に着

手した受注制作のソフトウェアに係る契約から、当事

業年度末までの進捗部分について成果の確実性が認め

られるソフトウェア制作については工事進行基準（工

事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他のソフ

トウェア制作については工事完成基準を適用しており

ます。なお、当事業年度末においては工事進行基準を

適用しているソフトウェア制作がないため、これによ

る売上高、営業利益、経常利益及び税引前当期純利益

への影響はありません。 

 

―――――

――――― （資産除去債務に関する会計基準等の適用） 

 当事業年度より、「資産除去債務に関する会計基

準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）及び

「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業

会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用し

ております。これにより、営業利益及び経常利益は、

それぞれ1,266千円減少し、税引前当期純利益は3,800

千円減少しております。
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 (損益計算書関係) 

  

 
  

（８）財務諸表に関する注記事項

前事業年度
(自 平成21年11月１日
至 平成22年10月31日)

当事業年度
(自 平成22年11月１日
至 平成23年10月31日)

※１ 通常の販売目的で保有する棚卸資産の収益性の低

下による簿価切下額

     売上原価                244千円 

※１ 通常の販売目的で保有する棚卸資産の収益性の低

下による簿価切下額

     売上原価              2,175千円 

 

※２ 販売費及び一般管理費の主なもの

(千円)

広告宣伝費 70,514

給与手当及び賞与 211,895

役員報酬 88,365

法定福利費 30,972

賃借料 94,195

研究開発費 32,442

減価償却費 13,404

貸倒引当金繰入額 18,714

退職給付費用 5,827

支払手数料 104,830
 

※２ 販売費及び一般管理費の主なもの

(千円)

広告宣伝費 57,273

給与手当及び賞与 226,669

役員報酬 88,317

法定福利費 35,200

賃借料 76,972

研究開発費 12,170

減価償却費 12,145

貸倒引当金繰入額 3,758

退職給付費用 6,394

支払手数料 73,201

おおよその割合 (％)

 販売費 10.1

 一般管理費 89.9

おおよその割合 (％)

 販売費 9.8

 一般管理費 90.2

※３ 研究開発費の総額 

 一 般 管 理 費 に 含 ま れ る 研 究 開 発 費 は、

32,442千円であります。

※３ 研究開発費の総額 

 一 般 管 理 費 に 含 ま れ る 研 究 開 発 費 は、

12,170千円であります。
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前事業年度(自 平成21年11月１日 至 平成22年10月31日） 

１．発行済株式に関する事項 

   
（変動事由の概要） 

増加数の主な内訳は、次の通りであります。 

 ストック・オプションの行使による増加   371株 

  
  

２．新株予約権等に関する事項 

 
  

 ３．配当に関する事項 

  （1）配当金支払額 
  

  

 
  

  

  （2）基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの 

 
  

当事業年度(自 平成22年11月１日 至 平成23年10月31日） 

１．発行済株式に関する事項 

   
（変動事由の概要） 

増加数の主な内訳は、次の通りであります。 

 有償一般募集による増加         3,000株 

 ストック・オプションの行使による増加   222株 

  
  

(株主資本等変動計算書関係)

株式の種類 前事業年度末 増加 減少 当事業年度末

普通株式(株) 30,240 371 ─ 30,611

内訳
目的となる 
株式の種類

目的となる株式の数(株）
当事業年度末
残高（千円）前事業

年度末
増加 減少

当事業 
年度末

ストック・オプション
としての新株予約権

─ ― ─ ─ ─ 17,016

合計 ― ― ─ ─ ─ 17,016

決議 株式の種類
配当金の総額 

(千円)

１株当たり配当額

(円)
基準日 効力発生日

平成22年１月28日  

定時株主総会
普通株式 27,216 900 平成21年10月31日 平成22年１月29日

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

（千円）

１株当たり配当

額（円）
基準日 効力発生日

平成23年１月28日 

定時株主総会
普通株式 利益剰余金 30,611 1,000

平成22年 

10月31日

平成23年 

１月31日

株式の種類 前事業年度末 増加 減少 当事業年度末

普通株式(株) 30,611 3,222 ― 33,833
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２．新株予約権等に関する事項 

 
  

 ３．配当に関する事項 

  （1）配当金支払額 
  

  

 
  

  

  （2）基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの 

 
   

   

   

  

 
  

内訳
目的となる 
株式の種類

目的となる株式の数(株）
当事業年度末
残高（千円）前事業

年度末
増加 減少

当事業 
年度末

ストック・オプション
としての新株予約権

― ― ― ― ― 21,199

合計 ― ― ― ― ― 21,199

決議 株式の種類
配当金の総額 

(千円)

１株当たり配当額

(円)
基準日 効力発生日

平成23年１月28日  

定時株主総会
普通株式 30,611 1,000 平成22年10月31日 平成23年１月31日

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

（千円）

１株当たり配当

額（円）
基準日 効力発生日

平成24年１月26日 

定時株主総会
普通株式 利益剰余金 33,833 1,000

平成23年 

10月31日

平成24年 

１月27日

(キャッシュ・フロー計算書関係)

前事業年度
(自 平成21年11月１日
至 平成22年10月31日)

当事業年度
(自 平成22年11月１日
至 平成23年10月31日)

 

※ 現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に掲

記されている科目の金額との関係

(平成22年10月31日現在)

(千円)

現金及び預金 570,749

預入期間３ヵ月超の定期預金 △53,989

現金及び現金同等物 516,760
  

※ 現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に掲

記されている科目の金額との関係

(平成23年10月31日現在)

(千円)

現金及び預金 724,937

預入期間３ヵ月超の定期預金 △57,613

現金及び現金同等物 667,323
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１. 報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経

営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

 当社は事業別セグメントから構成されており、電子書籍サポート事業及びクリエイターサポート事業の

２つを報告セグメントとしております。 

[各区分の主な製品、サービス] 

電子書籍サポート事業におきましては、携帯電話を始めとする各種プラットフォームへ、総合電子書籍

ビューア「BS Reader」を中心とした電子書籍配信ソリューションを提供いたしております。また、マン

ガ等の出版物を携帯端末向けに加工するための統合制作ソフトウェア「BS BookStudio」の開発及び販売

（貸与）や、コンテンツ配信用のデータサーバー「ComicDC」の開発及び提供等も行っております。 

 クリエイターサポート事業におきましては、アニメ制作支援ソフトウェア「RETAS STUDIO」、マンガ制

作ソフトウェア「ComicStudio」、イラスト制作ソフトウェア「IllustStudio」等の制作ソフトウェアの

開発・販売を行っております。また、インターネットを通じて、イラスト、マンガ、アニメ、小説を制作

するクリエイターの創作活動をトータルに応援するサイト「CLIP」を運営しております。 

  

２. 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法 

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は「重要な会計方針」における記載と概ね同一であり

ます。報告セグメントの利益は営業利益ベースの数値であります。 

  

３. 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

前事業年度(自  平成21年11月１日  至  平成22年10月31日) 

 
（注)１．調整額は以下のとおりであります。 

  セグメント資産の調整額570,749千円は、各報告セグメントに配分していない全社資産に係るものであり

ます。 

(セグメント情報等)

 (セグメント情報)

(単位：千円)

報告セグメント
調整額 
（注）１

合計
電子書籍サポー

ト事業
クリエイターサ
ポート事業

計

売上高

  外部顧客への売上高 2,200,084 521,035 2,721,120 ― 2,721,120

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 2,200,084 521,035 2,721,120 ― 2,721,120

セグメント利益又は損失（△） 967,573 △459,594 507,979 ― 507,979

セグメント資産 1,145,820 981,493 2,127,314 570,749 2,698,064

その他の項目

  減価償却費 169,275 163,720 332,995 ― 332,995

  有形固定資産及び 
  無形固定資産の増加額

157,429 457,888 615,318 ― 615,318
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当該事業年度(自  平成22年11月１日  至  平成23年10月31日) 

 
（注)１．調整額は以下のとおりであります。 

  セグメント資産の調整額724,937千円は、各報告セグメントに配分していない全社資産に係るものであり

ます。 

(単位：千円)

報告セグメント
調整額 
（注）１

合計
電子書籍サポー

ト事業
クリエイターサ
ポート事業

計

売上高

  外部顧客への売上高 2,091,145 610,947 2,702,092 ― 2,702,092

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 2,091,145 610,947 2,702,092 ― 2,702,092

セグメント利益又は損失（△） 719,076 △261,495 457,580 ― 457,580

セグメント資産 1,226,603 1,448,130 2,674,733 724,937 3,399,671

その他の項目

  減価償却費 197,823 258,933 456,756 ― 456,756

  有形固定資産及び 
  無形固定資産の増加額

246,617 641,483 888,100 ― 888,100
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当該事業年度(自 平成22年11月１日 至 平成23年10月31日) 

１. 製品及びサービスごとの情報 

  セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。 

  

２. 地域ごとの情報 

(1) 売上高 

 本邦の外部顧客への売上高が損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。 

  

(2) 有形固定資産 

 本邦に所在している有形固定資産の金額が貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記載

を省略しております。 

  

３. 主要な顧客ごとの情報 

 
   

  

当該事業年度(自 平成22年11月１日 至 平成23年10月31日) 

 該当事項はありません。 

  

当該事業年度(自 平成22年11月１日 至 平成23年10月31日) 

 該当事項はありません。 

  

当該事業年度(自 平成22年11月１日 至 平成23年10月31日) 

該当事項はありません。 

  

 （追加情報） 

 当事業年度より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３

月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号

平成20年３月21日）を適用しております。 

(関連情報)

(単位：千円)

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

ＫＤＤＩ株式会社 564,948 電子書籍サポート事業

ＮＴＴソルマーレ株式会社 294,764 電子書籍サポート事業

(報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報)

(報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報)

(報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報)
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  前事業年度（自 平成21年11月１日 至 平成22年10月31日） 

 
    

  当事業年度（自 平成22年11月１日 至 平成23年10月31日） 

 
  

(持分法投資損益等)

関連会社に対する投資の金額(千円) 75,772

持分法を適用した場合の投資の金額(千円) 12,908

持分法を適用した場合の投資損失の金額(千円) △6,546

関連会社に対する投資の金額(千円) 89,772

持分法を適用した場合の投資の金額(千円) 17,310

持分法を適用した場合の投資損失の金額(千円) △9,598
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(注) 算定上の基礎 

１. １株当たり純資産額 

  

 
  

２. １株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益 

  

 
  

(１株当たり情報)

項目
前事業年度

(自 平成21年11月１日
至 平成22年10月31日)

当事業年度
(自 平成22年11月１日
至 平成23年10月31日)

１株当たり純資産額 70,503円14銭 77,837円47銭

１株当たり当期純利益金額 9,740円13銭 7,059円28銭

潜在株式調整後 

１株当たり当期純利益金額
9,344円79銭 6,903円92銭

項目
前事業年度

（平成22年10月31日)
当事業年度

（平成23年10月31日)

純資産の部の合計額(千円) 2,175,187 2,654,674

普通株式に係る期末の純資産額(千円) 2,158,171 2,654,674

差額の主な内訳（千円） 

 新株予約権
17,016 21,199

1株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普

通株式数(株)
30,611 33,833

項目
前事業年度

(自 平成21年11月１日
至 平成22年10月31日)

当事業年度
(自 平成22年11月１日
至 平成23年10月31日)

１株当たり当期純利益金額

 損益計算書上の当期純利益(千円) 295,388 228,064

 普通株式に係る当期純利益(千円) 295,388 228,064

 普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ―

 普通株式の期中平均株式数(株) 30,327 32,307

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額

 当期純利益調整額 ─ ―

 普通株式増加数（株） 1,283 727

 （うち新株予約権（株）） （1,283） （727）

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり当期純利益の算定に含まれなかった潜在株

式の概要

── ──
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前事業年度(自 平成21年11月１日 至 平成22年10月31日) 

（ストック・オプションの付与） 

 当社は、平成22年11月12日開催の取締役会決議に基づき、当社の取締役及び従業員に対して、会社

法第236条、第238条及び第239条の規定に基づきストック・オプションを付与いたしました。その主

な内容は次のとおりであります。  

（1）ストック・オプションの割当を受ける者及び割当てるストック・オプションの数  

  当社の取締役４名に40個、当社の従業員76名に160個を割り当てる。 

（2）ストック・オプションの目的となる株式の種類及び数  

  当社普通株式200株 

（3）ストック・オプションの発行価額  

  無償で発行するものとする 

（4）発行するストック・オプションの総数 

  200個（ストック・オプション１個につき普通株式１株） 

（5）ストック・オプションの行使に際して出資される財産の価額  

  ストック・オプション１個当たり 119,000円（１株当たり 119,000円） 

（6）発行価額のうち資本へ組み入れる額 

  １株当たり 59,500円 

（7）ストック・オプションの行使により普通株式を発行する場合における発行価額の総額 

   23,800,000円 

（8）ストック・オプションの行使期間 

  平成24年11月15日から平成31年10月31日までとする。 

  

当事業年度(自 平成22年11月１日 至 平成23年10月31日) 

（株式会社エイチアイとの経営統合について） 

 当社と株式会社エイチアイ（以下、「エイチアイ」といいます。）は、平成24年１月26日に開催す

る予定の当社定時株主総会及び平成24年１月26日に開催する予定のエイチアイ臨時株主総会による承

認を前提として、平成24年４月２日（予定）（以下、「効力発生日」といいます。）をもって、共同

株式移転の方法により両社の完全親会社となるアートスパークホールディングス株式会社（以下、

「共同持株会社」といいます。）を設立すること（以下、「本株式移転」といいます。）について合

意に至り、本日開催した両社の取締役会において決議し、本日付で本株式移転に関する「株式移転計

画書」を共同で作成し、両社間で「経営統合に関する契約書」（以下、「統合契約書」といいま

す。）を締結いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。  

 当社及びエイチアイは、新たに設立する共同持株会社の株式について、株式会社東京証券取引所

（以下、「東京証券取引所」といいます。）に新規上場申請を行う予定です。また、当社及びエイチ

アイは本株式移転により共同持株会社の完全子会社となりますので、本株式移転の効力発生日に先立

ち、当社株式は東京証券取引所を、エイチアイ株式は株式会社大阪証券取引所（以下、「大阪証券取

引所」といいます。）ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）をそれぞれ上場廃止となる予定です。 

  

１．本株式移転による経営統合の背景及び目的 

 国内の携帯端末周辺市場においては、スマートフォン、タブレット機器、超薄型軽量のノートＰＣ

等の登場とこれらの普及、及び高速で安価なインターネット回線やストレージサービスの伸長等によ

り、多くの人々が豊富なデジタルコンテンツを楽しむことが出来る環境が急速に整備されつつありま

す。また、スマートフォンの出荷台数及び市場シェアが急速に拡大していく中で、フィーチャーフォ

ン（従来型の多機能携帯端末）の出荷量は減少が続き、今後の携帯端末市場の中心はスマートフォン

へと移行していくことが予想されております。  

 両社は、これまでフィーチャーフォンの領域を事業基盤とし、当社はアプリケーションレイヤー

で、エイチアイはミドルウェアレイヤーで、デファクトスタンダードを勝ち取ってきており、それぞ

(重要な後発事象)
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れの市場領域において揺ぎ無いビジネスポジションを築いてまいりました。しかしながら、上記の事

業環境の変化の中、両社はそれぞれの事業モデルが転換期にさしかかってきており、かかる変化を新

たな成長機会として捉えて企業価値を継続的に向上させるためには、相互にシナジーのある技術力と

ビジネスポジションを持つ両社が経営統合し、共通の理念と戦略の下に、経営資源を結集して変化に

適応できる事業総合力を獲得することが最良であるとの結論に至りました。  

 本株式移転による経営統合により、共同持株会社は、経営資源である人材、資金、知的財産、情報

を横断的に有効活用することによって、既存事業領域における拡張と新規事業の創出を進めてまいり

ます。より具体的には、グラフィックスという共通のコア技術に基づく研究開発型企業である両社

が、研究開発の共同化、要素技術の相互利用等により、当社の強みである二次元グラフィックスにお

けるアプリケーション技術とエイチアイの強みである三次元グラフィックスにおけるミドルウェア技

術、デザイン力等を融合し、製品群を多様化するとともに、従来の両社のビジネスモデルの枠を超え

た、新たな事業領域の創出を行い、今後益々隆盛するリッチグラフィックコンテンツ、ユーザーイン

ターフェースの制作から流通に関わるソリューションの開発と提供に邁進してまいります。そして、

中長期的には、デジタルコンテンツの活用シーンが拡大する局面において多様な製品、サービス、ア

プリケーションを集積し、新たなビジネスモデルを構築することでグループの企業価値の最大化を目

指してまいります。  

  

２．本株式移転の要旨 

（１）本株式移転の日程  

 
 ただし、今後手続きを進める中で、やむを得ない状況等が生じた場合には、両社協議の上、日程を

変更する場合があります。 

（２）本株式移転の方法  

 平成23年11月25日に当社及びエイチアイが作成した株式移転計画に基づき、株式移転設立完全親会

社である共同持株会社の成立の日である平成24年４月２日をもって、共同持株会社は当社及びエイチ

アイの発行済株式の全部を取得し、その株式に代わる共同持株会社の新株式を当社及びエイチアイの

株主に対して割り当てます。これにより、当社及びエイチアイは、共同持株会社の完全子会社となり

ます。ただし、本株式移転の手続き進行上の必要性その他の事由により必要な場合は、両社協議の

上、日程を変更する場合があります。  

定時株主総会基準日（当社） 平成23年10月31日

株式移転計画承認取締役会（両社） 平成23年11月25日

株式移転計画作成及び統合契約書締結（両社） 平成23年11月25日

監理銘柄（確認中）指定日（エイチアイ） 平成23年11月25日

臨時株主総会基準日設定公告（エイチアイ） 平成23年12月５日(予定)

臨時株主総会基準日（エイチアイ） 平成23年12月20日(予定)

株式移転計画承認定時株主総会（当社） 平成24年１月26日(予定)

株式移転計画承認臨時株主総会（エイチアイ） 平成24年１月26日(予定)

整理銘柄指定日（エイチアイ） 平成24年１月26日(予定)

東京証券取引所上場廃止日（当社） 平成24年３月28日(予定)

大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）上場廃止日（エイチアイ） 平成24年３月28日(予定)

共同持株会社設立登記日（本株式移転効力発生日） 平成24年４月２日(予定)

共同持株会社上場日 平成24年４月２日(予定)
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（３）本株式移転に係る割当ての内容  

 
（注１）株式の割当比率 

 当社の株式１株に対して共同持株会社の株式100株を、エイチアイの株式１株に対して共同持株会社の株式105
株をそれぞれ割当て交付します。ただし、上記株式移転比率は、算定の基礎となる諸条件に重大な変更が生じた
場合は、両社協議の上、変更することがあります。なお、共同持株会社は、100株を１単元とする単元株制度の採
用を予定しております。 

（注２）共同持株会社が本株式移転により交付する新株式数（予定）  

 普通株式 6,635,570株 
 上記は、当社の発行済株式総数33,833株（平成23年10月31日時点）及びエイチアイの発行済株式総数30,974株
（平成23年９月30日時点）を前提として算出しております。なお、両社は、効力発生日の前日までに、それぞれ
が保有する自己株式のうち、実務上可能な範囲の株式を消却することを予定しているため、共同持株会社が交付
する新株式数は変動することがあります。また、効力発生日の直前までに当社又はエイチアイの新株予約権等の
行使等がなされた場合は、各社の発行済株式総数が変化するため、共同持株会社が交付する新株式数が変動する
ことがあります。 

  

３．本株式移転により新たに設立する会社の状況 

 
  

（開示の省略） 

 貸借対照表関係、リース取引、金融商品、有価証券、退職給付関係、ストック・オプション等、税効果会

計、資産除去債務、関連当事者情報に関する注記事項につきましては、決算短信における開示の必要性が大

きくないと考えられるため開示を省略します。 

会社名 当社 エイチアイ

株式移転比率 １ １．０５

（1）商号  アートスパークホールディングス株式会社

（2）事業内容
 クリエイターサポート事業、電子書籍サポート事業、ミドルウェアの企画・開発・ライ
センス販売・サポート、コンテンツ及びサービスの企画・制作・運用等を行う会社の経営
管理及びそれに付帯又は関連する事業等

（3）本店所在地  東京都新宿区西新宿四丁目15番７号

（4）代表者及び役員の
就任予定

 代表取締役会長 川端 一生 （現 エイチアイ代表取締役社長）

 代表取締役社長 村上 匡人 （現 当社取締役）

 取締役     川上 陽介 （現 当社顧問）

 取締役     伊藤 賢  （現 当社取締役）

 取締役     青山 智信 （現 エイチアイ取締役）

 取締役     星 和彦  （現 エイチアイ取締役）

 監査役（常勤） 渡辺 優  （現 当社監査役（常勤））

 監査役     大澤 孝  （現 エイチアイ監査役（常勤））

 監査役     小高 正裕 （現 当社監査役）

（5）資本金  10億円

（6）純資産（連結）  未定

（7）総資産（連結）  未定

（8）事業年度の末日  12月31日

（9）会計処理の概要

 本株式移転に伴う会計処理は、企業結合会計基準における「取得」に該当し、パーチェ
ス法を適用することが見込まれており、共同持株会社の連結決算において負ののれんが発
生する見込みですが、現時点では金額を見積もることができないため、金額につきまして
は確定次第お知らせいたします。
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